
選定基準
大項目

小項目
(Ｂ)

配点
選定時の
評価点

実績報
告書

現地※

指定管理業務全般を通じた団体等の総合的な運営
方針、考え方

〇　団体等の総合的な運営方針として「安全、快適な利用
空間の提供」「より高い公益性の発揮」「効率的・効果的
かつ持続可能な管理運営」「三ツ池公園を再生し、県民の
貴重な財産として将来にむけて継承」に取り組む。

・提案通り実施した。
・見通しの良い樹林地の創出による安全快
適な利用空間の提供がなされるなど、将来
に向けた取り組みを実施した。

・今後も樹林地の適正な管理等を行うこ
とが望まれる。

〇 〇 〇
月例報告
聞き取り

公園固有の価値や特性を踏まえた管理運営方針

〇　公園固有の価値や特性を踏まえた管理運営方針として
「人々が集い、活動×交流の拠点となる公園」を掲げ、
「水とみどりと花の保全と美しい景観づくり」「活動の拠
点づくり・交流の場づくり」「安全・安心と防災機能の確
保」に取り組む。

・提案通り実施した。
・園長が協働コーディネータとして、行
政・企業・ボランティア団体との関係構築
に努めるなどを実施。

・今後も人々の活動拠点となり、また、
防災機能の確保を行うなど、積極的な取
り組みが望まれる。

〇 〇 〇
月例報告
聞き取り

利用者や地域住民、環境等に配慮した管理運営方
針

○ 利用者や地域住民、環境等に配慮した管理運営方針と
して、「平等な利用の確保」「利用者や地域住民等の声を
反映した公園づくりの推進」「環境に配慮した管理運営」
に取り組む。

・提案通り運営した。
・利用満足度調査や常設アンケートを実施
し、利用者の声を管理運営に反映させた。

・今後は、「三ツ池公園との楽しいおつ
きあい企画会議」の運営の充実など、よ
り利用者の声を反映させた運営に努めて
もらいたい。

〇 〇 聞き取り

業務の一部を委託する場合の考え方、業務内容等
（委託先の選定方法、県内（地域）企業への委託
の考え方）

○ 公園の特性を熟知した職員により、できるだけ直営
で、きめ細やかな維持管理を行うことを基本とし、法令等
に基づく業務、専門技術・資格等を要する業務等は委託す
ることとし、県内企業への発注を優先する。

・提案通り実施した。
・発注が必要な業務のうち可能なものにつ
いては、県内企業への発注を行った。

・今後も適切な発注を行うことが望まれ
る。

〇 〇 聞き取り

公園の特性と課題を踏まえた維持管理の考え方

○ 公園の特性と課題を踏まえ、樹勢低下がみられる桜に
ついては、学識経験者をアドバイザーとした「三ツ池公園
桜樹等再生会議(仮称)」を設置し、保全と再生に向けた
「未来につなげる桜樹再生計画」策定による中長期的な樹
木管理を進める。

・提案通り実施した。
・桜の再生に向け、学識経験者をアドバイ
ザーとした「三ツ池公園桜樹再生会議」を
設置し、学識経験者や利用団体から意見を
聴取し計画策定を行った。

・今後も会議の運営を行い、その検討結
果を踏まえ、適切な樹林地管理を行うこ
とが望まれる。

〇 〇 〇 月例報告

施設保守点検業務、小破修繕業務等の実施方針

○ 施設の老朽化に対し、定期点検・法定点検や日々のパ
トロール、施設管理台帳の作成やモニタリング等を通じ
た、施設の劣化箇所・危険個所の早期発見と速やかな修
繕、計画的な維持補修等により、安全安心の確保及び施設
の長寿命化を図る。

・提案通り実施した。
・テニスコートの人工芝の部分的補修を行
うなど利用者サービスの向上、定期点検・
法定点検等実施した。

・今後も施設パトロールを充実し、安全
安心の確保に努めてもらいたい。

〇 〇 月例報告

清掃業務、受付業務、警備業務等の実施方針

○ 維持管理基準に沿った適切な清掃に加え、繁忙期は利
用状況に応じて清掃頻度を高め、トイレや水の広場等で
は、きめ細かな清掃により、快適で衛生的な利用環境を提
供します。
○ スタッフ全員が、利用案内、利用ルールの指導相談に
加え、見所情報なども発信し、本公園の魅力が 大限満喫
できるよう、おもてなしの心をもってお迎えする。
○ 公園の周囲には、小中高等学校、保育園や幼稚園が数
多くあるため、地域一体となった防犯の強化や見通しの確
保など犯罪が起こりにくい環境を維持する。

・提案通り実施した。
・駐車場の渋滞対策や出口の混雑緩和のた
めの料金徴収補助を行い、近隣住民への負
担軽減策に取り組むなどを実施した。

・今後も、きめ細かな清掃により、快適
で衛生的な利用環境の維持に努めてもら
いたい。
・引き続き、駐車場の渋滞対策等、近隣
住民への負担軽減策の実施を期待する。

〇 〇 月例報告

樹林地や草地管理、樹木、芝生、草花などの植物
管理業務等の実施方針

○ 高木化・密生化が進行する樹林地については「樹林地
保全管理計画」を策定し、計画的で、持続可能な樹林地を
目指すとともに、「HANATOMOプロジェクト」等による園芸
文化の普及を図る。

・提案通り実施した。
・樹林地保全管理計画の策定に向け「三ツ
池公園桜樹再生会議」を立ち上げた。
・市民参加による花植えを実施した。

・今後も「HANATOMOプロジェクト」につ
いては、より活発な活動に努めてもらい
たい。

〇 〇 月例報告

(3)
利用促進の取
組 10 9

公園の特性や利用状況(繁忙期・閑散期等)、新し
い生活様式などの社会状況に応じて、多くの利用
を図るために実施する事業の実施方針、内容等
（有料施設は除く）

○ 「自然と人の交流」「人と人との交流」「国際交流と
異文化交流」を享受できるイベントの開催や、池を活かし
たエクササイズなどの展開により、ユニバーサルなサービ
スを充実させ、年間を通じ、年齢や障がいの有無や程度、
国籍などに関わらずだれもがいつでも公園の魅力を享受で
きる利用を促進する。

・提案通り実施した。
・コリアマダンへの協力を行うなど、国際
交流の促進を行った。

・今後も国際交流や異文化交流に向け、
積極的な取り組みが望まれる。

〇 〇 月例報告
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上

利用促進のための取組、利用
者への対応、利用料金

5

(2) 施設の維持管理

都市公園施設
及び植物の維
持管理業務の
実施方針

10 9

指定管理業務実施にあたって
の考え方、運営方針等

三ツ池公園

神奈川県公園協会・石勝エクステリア・サカタのタネGSグループ

都市公園課(横浜川崎治水事務所)

令和４年４月１日～令和９年３月31日

(1)
基本姿勢及び
管理運営方針 5

指定期間

選 定 基 準 別 提 案 内 容 と 事 業 実 績 の 確 認

施 設 名

指定管理者名

施設所管課

審査（評価）の視点
(Ｃ)

提案内容
(Ｄ)

所管課による課題分析等
(Ｆ)

事業実績の確認方法
(Ｇ)

選定基準中項目
(Ａ)

その他

指定期間 令和４年度の事業実績
(Ｅ)

評価項目

資料１－２②



選定基準
大項目

小項目
(Ｂ)

配点
選定時の
評価点

実績報
告書

現地※

審査（評価）の視点
(Ｃ)

提案内容
(Ｄ)

所管課による課題分析等
(Ｆ)

事業実績の確認方法
(Ｇ)

選定基準中項目
(Ａ)

その他

指定期間 令和４年度の事業実績
(Ｅ)

評価項目

有料施設における利用者増及びサービス向上に資
する事業の実施方針、内容

○　軟式野球場と多目的広場を中心に、新たな利用者の掘
り起こしを行うとともに、各有料施設にて、予約の入って
いない時間帯や空き時間を活用したイベントを実施する。

・提案通り行った。
・有料運動施設の利用者増に向けた取り組
みを実施した。
・子供向けのかけっこ教室や、区内他公園
にチラシを配布するなど、利用者増に向け
た取り組みを実施した。

・今後も有料施設利用者増に向け、より
積極的な取り組みが望まれる。

〇 〇 聞き取り

多くの利用を図るために行う広報・情報発信の工
夫等

○　ターゲットを明確にしたきめ細やかな広報・PRによ
り、広く情報を届け、その効果については、適宜検証し、
必要に応じて改善する。

・提案通り実施した。
・JRの情報サイトへの桜情報提供など、PR
を実施した。
・HP、ツイッター、タウン誌などに情報を
掲載しPRを行った。

・今後も多様なPRの実施に向け積極的な
取り組みが望まれる。

〇 〇 聞き取り

公園の特性をより効果的に活かすために行う自主
事業の内容等

○　利用者の利便性を高め、サービス向上を図るため、売
店、キッチンカーの営業や、三ツ池公園の特徴である
「池」を活用したカヌー体験教室などのイベント開催を、
自主事業で行う。

・提案通り実施した。
・売店・キッチンカーの運営を実施した。
・試験的にプールでカヌー体験教室を実施
した。

・今後も公園利用者の利便性向上のた
め、実施することが望まれる。
・池を活用したイベントについては、今
後も取り組みが望まれる。

〇 〇 〇 月例報告

利用料金の設定、減免の考え方（有料施設がある
場合のみ）

○　有料施設について、周辺類似施設との料金バランスや
利用者層を踏まえたうえで、料金を設定し、利用動向に応
じた効率的な運営やサービス向上により、利用者増と料金
収入増に努める。なお、プールの利用については、新たに
中学生料金を設ける。

・提案通り実施した。（一部未実施）
・提案にあった、プール料金で中学生料金
の設定については、利用実態を踏まえ、取
りやめることとした。

・今後は、中学生料金の設定に代替する
取組の実施に努めて欲しい。

〇 〇 聞き取り

接客や利用者との対話、公園利用ルールの利用者
への助言、指導等の考え方

○　子どもから高齢者、障がい者、外国人等、誰もが安
心・安全・快適に公園を利用していただけるよう、スタッ
フ全員が、利用者との双方向コミュニケーションを重視し
たホスピタリティ溢れる接客をする。

・提案通り実施した。
・窓口やアンケートで寄せられた意見につ
いては丁寧に対応するなどを行った。

・今後も、利用者の意見を反映し、サー
ビス向上に努めてもらいたい。
・引き続き、利用者との双方向コミュニ
ケーションを重視した利用者対応をす
る。

〇 〇 聞き取り

サービス向上のために行う利用者ニーズ・苦情の
把握及びその内容の事業等への反映の仕組み等

○　公園を利用されている利用者のみならず、これから公
園を利用する可能性のある潜在的利用者を含め、「①ニー
ズや苦情を的確に把握」「②分析」のうえ、「③運営を改
善」することで、「④利用者満足度の向上、新規利用者の
獲得」を図る。

・提案通り実施した。
・利用満足度調査を実施した。
・「三ツ池公園楽しいおつきあい企画会
議」を開催し、利用者の声を聞き取り運営
に反映した。

・今後も、利用者満足度調査の結果を踏
まえ、新規利用者の獲得に向け、積極的
な取り組みが望まれる。

〇 〇 月例報告

外国人、障がい者、高齢者等誰もが円滑に施設利
用するための、コミュニケーションにおける工夫
及び必要に応じた支援の方針

○　外国の方への多言語での対応に努めるほか、「ともに
生きる社会かながわ憲章」の主旨を踏まえ、障がい者への
合理的配慮、高齢者への配慮、子育て世代が安全・快適に
利用できる環境を整え、ユニバーサルな対応を推進する。

・提案通り実施した。
・HPの多言語化などを実施した。
・車いすの配備やルーペなどを用意した。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。
・引き続き、誰もが安心して利用しやす
い公園を目指す取組を期待する。

〇 〇 〇 聞き取り

神奈川県手話言語条例への対応

コミュニケーションボードの活用や筆談や大きな声で対応
する用意ができていることを示す「耳マーク」をパークセ
ンターに掲示するほか、利用者への手話の普及啓発に取り
組む。

・提案通り実施した。
・筆談機を設置した。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。

〇 〇 聞き取り

指定管理業務を行う際の公園の特性を踏まえた事
故防止等の取組内容

○　日常の事故防止においては、想定されるリスクを事前
に管理し、リスクの発生による損失を回避し、不利益を
小限におさえる「リスクマネジメント」の考え方を取り入
れ、リスク抽出、分析・対策立案、実行、再評価により事
故の未然防止を図る。

・提案通り実施した。
・常に常勤職員を配置し、緊急時等におい
ても的確な対応がとれる体制とするなどを
実施した。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。

〇 〇 聞き取り

樹林地の過密化や巨木化等に起因する災害を未然
に防止する点検等の考え方

○　本公園は斜面地も多く、樹木の巨木・密生化が進んで
いることから、日常の巡視において、園路沿いや広場付近
など、来園者の安全確保が重要な箇所を中心に、枯損木や
枯れ枝の状況や病虫害の状況を確認し、必要に応じて、伐
採や病害虫防除等を速やかに行う。

・提案通り実施した。
・台風接近時などにパトロールを実施し
た。
・園内各所の危険木を積極的に除伐した。

・今後も公園利用者の安全確保や、施設
保全の観点から、危険木の伐採など適切
に実施されることが望まれる。

〇 〇 月例報告

事故・不祥事等の緊急事態が発生した場合や安全
管理の妨げとなりうる事案を認知した際の対応方
針（対応方針には、利用者に外国人や障がい者、
高齢者が含まれていた場合を含む）

○　事故・不祥事等の発生時には、人命を 優先として
「クライシスマネジメント」の考え方を取り入れ、被害の
小化、二次被害防止、速やかな報告・情報共有、復旧等

事後対応、再発防止対策まで確実な業務フローにより対応
する。

・提案通り実施した。
・近隣交番との関係性を構築するなどを実
施した。

・今後も、提案通り実施されることがの
ぞまれる。

〇 〇 聞き取り

急病人等が生じた場合の対応
　救急救命士等の配置、救命に関する職員研修等

○　園内で急病人やけが人が生じた場合には、「安全管理
マニュアル」に従い迅速に対応する。職員が病人の状況を
把握した上で、病院や消防に連絡するほか、必要に応じて
心肺蘇生やＡＥＤの利用などの応急措置を施す。

・提案通り実施した。
・利用者の安全確保を第一に、現場対応を
行うなど実施した。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。
・引き続き、事故などが発生しないよう
丁寧な作業を心掛けてもらいたい。

〇 〇 聞き取り

新型コロナウイルス等の感染症に対する対応方針

○　新型コロナへの対応については、「施設の管理・運営
における対策徹底による利用者の感染防止」はもとより
「利用者や周辺住民の理解促進」「職員の感染防止」を感
染防止対策の柱として、感染防止の徹底を図りつつ、健康
増進と憩いの場としての公園の管理運営を行う。

・提案通り実施した。
・公園の新型コロナウイルス対応ガイドラ
インの作成などを実施した。

・今後は新型コロナの取り扱いも変わる
ことから、臨機に対応することが望まれ
る。

〇 〇 〇 月例報告
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(3)
利用促進のための取組、利用
者への対応、利用料金

事故防止等安全管理(4)

利用者対応・
サービス向上
の取組

5 4

日常の事故防
止、緊急時の
対応

10 8

10 9
利用促進の取

組



選定基準
大項目

小項目
(Ｂ)

配点
選定時の
評価点

実績報
告書

現地※

審査（評価）の視点
(Ｃ)

提案内容
(Ｄ)

所管課による課題分析等
(Ｆ)

事業実績の確認方法
(Ｇ)

選定基準中項目
(Ａ)

その他

指定期間 令和４年度の事業実績
(Ｅ)

評価項目

異常気象（大雨、台風、熱中症アラート等）への
対応方針（事前、初動、発生時、応急復旧時）

○　大雨や洪水、台風などの風水害に対しては、事前の備
え、初動から発生時、解除後の応急復旧・報告の各段階を
タイムラインに沿って、迅速かつ適切に対応する。

・提案通り実施した。
・時点ごとに県に状況報告を行うなどを
行った。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。

〇 〇 聞き取り

公園の「震災時対応の考え方」に示す初動体制等
への対応

○　地震発生時には県が示す「震災時対応の考え方」やグ
ループ代表が整理したタイムライン等に沿って、迅速かつ
確実な対応を行う。勤務時間外の参集にあたっては、本公
園勤務の有無に関わらず、グループ構成団体の公園近くに
居住する職員が参集することで、発生後30分以内を目標
に、参集したスタッフによる初動体制を図る。

・提案通り実施した。
・緊急参集訓練などを実施した。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。

〇 〇 聞き取り

大規模災害発生時の公園の特性、立地状況等に応
じた災害対応の考え方（地域との連携、防災訓
練、災害発生時の協力等）

○　広いオープンスペースがあり、広域避難場所と広域応
援活動拠点に指定されていることから、大規模災害発生時
には、住民の避難の他消防救助隊等の受入れなどが求めら
れるため、公園及び地域の防災力の強化に向けて、日頃か
ら利用者や近隣施設と協働で防災訓練などして連携を深め
る。

・提案通り実施した。
・防災訓練などを実施した。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。

〇 〇 聞き取り

多様な主体（地域人材、自治会、関係機関）との
連携、協力体制の構築等の取組内容

○　現在の地域団体とのつながりを活かしつつ、「鶴見人
ネット」「鶴見国際交流ラウンジ」「かながわ国際交流財
団」など、地域の団体や人材を積極的に活用することで、
公園への愛着や親近感を高め、生きがいづくりや、コミュ
ニティの繋がりをさらに強めていく。

・提案通り実施した。
・鶴見人ネット登録者を講師に採用するな
どを実施した。

・今後も多様な団体等と積極的な交流を
図り、公園への愛着を高める取組の実施
が望まれる。

〇 〇 月例報告

ボランティア団体等の育成・連携、協働の取組内
容

○　グループ代表が定めているボランティアとの協働の方
針や、活動支援内容を盛り込んだ「公園ボランティア要
綱」により、多くのボランティア参加ができる環境づくり
を進めるとともに、「三ツ池フレンズ制度」の導入によ
り、市民参加型の利用促進を図る。

・提案通り実施した。
・ボランティア団体との連携や協働の取り
組みを実施した。

・今後も、ボランティア団体との連携・
協働の取り組みを積極的に実施されるこ
とが望まれる。また、「三ツ池フレンズ
制度」の導入に努めてもらいたい。

〇 〇 月例報告

周辺施設（他の公園・施設等）との交流・連携の
内容

○　公園近くにサイクルコースがあり、パークセンター前
にスタンドを設置するなど、サイクルスポーツの拠点化を
図る。また、流域のネットワーク形成に向け、広域的な鶴
見川沿川自治体の施設との連携を促進する。

・提案通り実施した。
・京浜河川事務所と連携し、鶴見川PRパン
フレットを配架するなど、流域レベルの交
流の関係づくりを進める。
・流域のネットワーク形成に向け、鶴見川
ネットワークとの連携などを実施した。

・今後も多様な団体等と連携を図りるこ
とが望まれる。

〇 〇 月例報告

地元企業への業務委託等による迅速かつきめ細か
いサービスの提供に向けた取組内容

○　業務委託を行う場合には、今後も地域企業等への発注
を優先的に行っていくとともに、地域雇用の確保、社会的
ニーズへの対応といった観点から、シルバー人材センター
や社会福祉法人、NPO 法人等の地元非営利団体への業務委
託にも配慮し、地域と連携した魅力ある公園づくりを行
う。

・提案通り実施した。
・発注が必要な業務のうち可能なものにつ
いては、県内企業への発注を行った。

・今後も、地域企業や地元非営利団体へ
の業務委託等への配慮を行い、地域と連
携した魅力ある公園づくりに努めてもら
いたい。

〇 〇 聞き取り

指定管理業務を実施するために必要な団体等の企
業倫理・諸規程の整備、施設設備の維持管理に関
する法規や労働関係法規などの法令遵守の徹底に
向けた取組の状況（労働条件審査の実施予定など
施設職員に係る労働条件の確認の有無を含む）

○　諸規定類を整備し、法令遵守の徹底に取り組むととも
に、施設設備の維持管理に関する法規についても、研修や
講習会の受講、資格取得等を通じて理解を深め、安全な公
園管理運営を図る。
○　労働基準法等の労働関係法規に基づき、就業に関する
規程を整備しており、これらを適切に運用し安全で快適な
労働環境を確保する。

・提案通り実施した。
・個人情報保護規定などの各種規程類を整
備した。

・提案書のとおり適切に運営されてい
る。
・引き続き、コンプライアンス研修や就
労規定の適切な運用等の実施を期待す
る。

〇 〇 聞き取り

指定管理業務を行う際の環境への配慮の状況
○　SDGs では、経済、社会、環境の三側面の調和が重要と
されており、この認識も踏まえて環境分野の目標達成に向
けて取り組む。

・提案通り実施した。
・サクラの更新や樹林地管理を行った。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。

〇 〇 聞き取り

法定雇用率の達成状況等、障害者雇用促進の考え
方と実績

○　障害者雇用状況については、神奈川県公園協会とサカ
タのタネＧＳは法定雇用率を達成している。石勝エクステ
リアは法定雇用率を達成していない。
○　石勝エクステリアは、今後の障害者の採用予定につい
て、現在人材派遣会社を通じた採用活動を行っており、屋
外軽作業や事務補助業務の要員を想定している。

・障がい者雇用の拡大に向けて、採用活動
等の環境整備に取り組んでいるが、障がい
者雇用は1.5人の不足となり、法定雇用人数
の充足には至っていない。

・今後は雇用促進の取組を進めるなど、
速やかに基準を充足するよう努めてもら
いたい。

〇 聞き取り

Ⅲ
　
団
体
の
業
務
遂
行
能
力

Ⅰ
　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

(6)

地域と連携した魅力ある施設
づくり

事故防止等安全管理(4)

コンプライアンス、社会貢献
コンプライア
ンス、社会貢
献

5 4

地域との連携
体制、取組 5 5

災害への対応
（事前、発生
時）

5 5

(5)



選定基準
大項目

小項目
(Ｂ)

配点
選定時の
評価点

実績報
告書

現地※

審査（評価）の視点
(Ｃ)

提案内容
(Ｄ)

所管課による課題分析等
(Ｆ)

事業実績の確認方法
(Ｇ)

選定基準中項目
(Ａ)

その他

指定期間 令和４年度の事業実績
(Ｅ)

評価項目

障害者差別解消法に基づく合理的配慮など、「と
もに生きる社会かながわ憲章」の主旨を踏まえた
取組

○　障害者差別解消法及び「ともに生きる社会かながわ憲
章」の制定主旨を踏まえ、合理的配慮の提供や広報啓発・
研修等に取り組む。

・提案通り実施した。
・職場内研修などを実施した。

・引き続き、障がい者が安心して利用し
やすい環境づくりに努めるとともに、研
修等の実施を期待する。

〇 〇 聞き取り

神奈川県手話言語条例への対応

○　聴覚障がい者の方の安心安全な公園の利用環境を確保
するために、意思疎通、情報取
得のための重要な手段である手話を使いやすい環境づくり
に努める。

・提案通り実施した。
・研修などを実施した。

・今後も聴覚障がい者が利用しやすい公
園とするための取り組みを実施すること
が望まれる。

〇 〇 聞き取り

社会貢献活動等、ＣＳＲの考え方と実績、ＳＤＧ
ｓ（持続可能な開発目標）への取組

○　以下について、取り組む。
・公園の適切な管理運営による機能の発現とそのプロセス
での地域連携
・地域のふれあいと健康づくりとしての場の開放（運動施
設の適切な運営、広場等の地域に開かれた有効活用）
・男女共同参画、障がい者雇用の促進等
・自然環境を活用した環境学習等の開催
・屋上緑化、壁面緑化の持続的管理、光熱水費等の省エネ
・ＥＳＧに取り組む企業からの物品等の買い入れ、グリー
ン購入等
・生物多様性保全、樹林地の適切な植生管理、土砂災害等
の防止
・地域とのパートナーシップによる公園運営

・提案通り実施した。
・生物多様性に配慮した樹林地や池の管理
等を行った。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。

〇 〇 聞き取り

募集開始の日から起算して過去３年間の重大な事
故または不祥事の有無ならびに重大な事故等が
あった場合の対応状況及び再発防止策構築状況

○　過去３年間の重大な事故・不祥事はない。
・当該年度に重大な事故、不祥事はなく、
適切に業務を遂行している。

・提案内容のとおり（業務の基準及び提
案書のとおり）適切に運営している。引
き続き、重大な事故や不祥事を起こさな
いよう努めてもらいたい。

〇 〇 聞き取り

個人情報保護についての方針・体制、職員に対す
る教育・研修体制及び個人情報の取扱いの状況

○　公園利用者からの信頼を得るためには、利用者等の個
人情報を適切に管理することが必要不可欠であるとの認識
のもと、「個人情報保護方針」を公表し、諸規程の整備や
職員に対する研修の実施により、個人情報の適正な保護に
取り組む。

・提案通り実施した。
・個人情報保護規程の整備を行った。

・今後も、提案通り実施されることが望
まれる。

〇 〇 聞き取り
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4(7)
事故・不祥事への対応、個人
情報保護

コンプライアンス、社会貢献
コンプライア
ンス、社会貢
献

5 4

事故・不祥事
への対応、個
人情報保護

5

※「事業実績の確認方法(Ｇ)」欄のうちの「現地」の欄は、「指定期間 令和４年度の事業実績（Ｅ）」欄の実績を現地で確認したことを示すもの。



施設所管課 都市公園課(横浜川崎治水事務所)

※施設の概要が分かる写真を３～４枚程度掲載

（写真①） （写真②）

選定基準別提案内容と事業実績の確認
（施　設　写　真）

施 設 名 三ツ池公園

指定管理者名 神奈川県公園協会・石勝エクステリア・サカタのタネGSグループ

指定期間 令和４年４月１日～令和９年３月31日

（写真③） （写真④）

「コリアマダン」の様子 コリア庭園

下ノ池付近状況 プール管理棟
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